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乳幼児期における食具の使い方に関する研究
―０・１・２歳児クラスの保育におけるスプーンをめぐって―

伊藤　美保子※ 1・西　隆太朗※ 1・宗高　弘子※ 2

The Use of Spoons in Early Years: Care and Education in Classes for 
Children under Three

Mihoko Ito, Ryutaro Nishi and Hiroko Munetaka

　This article explores the use of spoons in early years. Although early years 
practitioners are highly interested in the usage of tools in dietary education, earlier 
studies in Japan focused virtually only on chopsticks. As there are fewer studies on 
spoons in early years, we conducted a survey of spoon usage in preschools. We asked 
practitioners in 10 preschools and collected data of 469 children in classes with children 
under three. From the survey, we found the following; 1) children master their grip of 
the spoon around three years old, and the process of mastery takes due time in classes 
for children under three; 2) practitioners sympathetically support this process with 
various interventions; 3) the process is related to children’s development in other areas, 
especially play. It is suggested that this survey inspired practitioners to closely observe 
children’s development. Inquiry into a longer-term survey will be needed for further 
research.
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１．問題・目的

　乳幼児期の保育において、食べるという
ことは重要な意味をもっている。子どもた
ちは乳幼児期の数年間をかけて、食具を
使って自ら食べる力を身につけていく。大
人の介助を受けつつ食具を持ち始めるとこ
ろから出発して、少しずつ自分自身で使え
るようになり、やがて日本では箸を使いこ

なせるようになっていく。とくに３歳未満
児クラス（０・１・２歳児クラス）の場合
はスプーンが主であり、はじめて出会い、
使いこなしていく食具として重要である。
この時期の保育を考える上では、子どもた
ちがどうスプーンを使っているか、その使
い方がどのように変遷していくかといった
実態や、その過程を支える保育者の配慮な
どについて知ることが重要である。
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る保育者の援助のあり方、食事以外の場面
における手指の使い方との関連等について
理解することを目指す。また、保育者によ
る自由記述に加えて、子どもたちの実態を
より具体的に理解するために、筆者らも保
育現場における観察研究を並行して実施し
た。遊びとの関連など、質的な側面につい
てはこうした研究によって捉えられる部分
が大きいが、本論文では調査を中心に扱う
こととし、観察研究については機会を改め
て報告することとする。
　なお、本調査は６か月にわたって毎月継
続的に実施しているが、本論文では調査初
回に得られたデータのみを対象とすること
で、まずは３歳未満児のスプーンについて
の全体像をつかむことを目的とする。

３．方法

　本研究では、３歳未満児の食事場面にお
けるスプーンの使い方について、⑴先行研
究の検討を通して調査の枠組を設定し、⑵
保育現場における調査を実施した。

（１）先行研究の検討と調査枠組の設定
　乳幼児期の食具に関する先行研究をもと
に、スプーンの持ち方を中心とした調査項
目を設定する。項目については、文献だけ
でなく、筆者らの保育経験・観察経験を参
照し、現職の保育者らとのディスカッショ
ンを行い、保育実践の経験を参照すること
で、日本の保育現場に即すると考えられる
ものを設定した。これに基づいて、子ども
たち一人ひとりの実態を記入するための調
査用紙を作成した。

（２）保育現場における調査の実施
①概要
　３歳未満児の保育にあたっている保育現
場（公立保育園５園、私立保育園４園、私
立幼保連携型認定こども園１園、計 10 園）
の協力を得て、毎月１回、該当クラスの子
どもたち一人ひとりについて、前項で作成

　食具の先行研究としては、箸の持ち方の
発達に関する山下（1955）によるものが挙
げられる。一方、より幼い時期のスプーン
についての研究は数少ないのが現状であ
る。したがってスプーンについては、まず
は箸などを含めて関連する研究を整理して
おく必要がある。その上で、子どもたちの
実態を把握するために、量的・質的両面か
らの研究を行うことが有効だと考えられる。
　質的研究においては、量的研究では捉え
がたい個別的、状況的な側面を見ることが
できる。実際に保育の中で幼い子どもたち
が食具を使いこなしていく途中の過程を見
ていると、一人ひとりが本当にさまざまな
持ち方をしていることに驚かされる。保育
者が、日々その様子をこまやかに捉える眼
をもつことができれば、それによって食事
の際の援助もより豊かにされるであろう。
また、こうした手指の発達は食事の場面ば
かりでなく、遊びをはじめとする生活全体
との関連の中で進む過程である。このこと
からは、保育者は食具の指導だけにこだわ
るのではなく、たとえば遊びの中での手指
の使い方にも目を留め、それを踏まえて援
助を考えていく視野が求められるであろ
う。こうしたホーリスティックな視点から
の質的研究も、保育という実践について理
解する上では重要と考えられる。

２．目的

　３歳未満児の食事場面におけるスプーン
の使い方について、量的・質的両面からの
研究を行う。
　量的研究においては、保育現場の食事場
面について、３歳未満児の子どもたちを対
象に、スプーンの持ち方を中心とした実態
を把握することを目指す。類似の調査が少
ないことから、調査の枠組をどう設定する
かが一つの検討課題となる。
　質的研究においては、食べる営みを支え
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④倫理的配慮
　調査によって得られた個人情報・記録は、
研究目的以外には使用せず、プライバシー
を守ることを了解いただき、各園からの協
力を得た。写真については、研究目的での
利用について保護者からの承諾を得ている
園から、可能な範囲で提供いただいた。

４．先行研究の検討と調査枠組の設定

（１）　先行研究の検討
　すでに触れたように、３歳未満児のス
プーンに関する研究はあまり多くないのが
現状である。
　乳幼児期における食具の使い方に関する
早期の研究として、山下俊郎によるものが
挙げられる。彼は、多くの子どもは３歳か
ら箸を持ち始めるが、早い子どもは２歳台
でも持つことから、２歳から６歳までの幼
児を対象として、箸の用い方、すなわち「用
箸運動」の発達を調査した。フィルムを用
いたこの観察研究から、彼は用箸運動の発
達段階を 7 段階 9 類型に分類している（山
下，1955, p. 94）。この類型を図１に示す。

図１　用箸運動の発達（山下，1955）

した個人票を用いて、食事場面でのスプー
ンの持ち方および関連する情報を記入する
よう依頼した。可能な場合には、食事場面
でスプーンをもつ姿の写真も提供いただい
た。調査への回答・個人票への記入につ
いては、園の業務量との関係から、「基本
的情報」「スプーンの持ち方・食事の状況」
以外の自由記述（「保育実践との関連」「写
真」）については、可能な範囲で協力いた
だくこととした。
②調査期間
　本調査は、Ｘ年９月～Ｘ＋１年２月の半
年間にわたって、毎月１回、対象園に在籍
する３歳未満児の個人票に記入いただい
た。時期については、子どもたちの全体的
な状況をつかむために半年間を設定してい
る。保育現場では年度末の３月に協力いた
だくのは難しいことから、９月から２月ま
での６回とした。本論文ではそのうち初回
の９月分のみを取り上げる。
③対象児について
　調査開始時（Ｘ年 9 月）における対象児
数を表１に示す。園の在籍クラスは４月時
点の満年齢で決まるため、調査時の実年齢
とは差が生じる。そのため、表１には調査
開始時の実年齢を各年齢の前半・後半に分
けて示した上で、在籍クラス（園で何歳児
として扱われるか）についても付記した。
以下、「～歳」は実年齢を、「～歳児」は園
でのクラスを示すものとして用いる。

表 1　対象児の概要（調査開始時）
実年齢 在籍クラス

0 歳 前半 0
後半 6 0 歳児クラス

77
1 歳 前半 71

後半 83 1 歳児クラス
183

2 歳 前半 100
後半 85 2 歳児クラス

209
3 歳 前半 124

後半 0
計 469
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究においては、３歳未満児がスプーンを持
つ上で適切な援助・指導がどのようなもの
か、具体的な言及はほとんどない。
　山下の研究を箸以外の持ち方に応用した
ものとして、伊与田ら（1996）の研究が挙
げられる。彼らは保育園児を対象に食具を
使って食べる行動の発達を調査し、持ち方
の分類を作成している。ただ、この研究で
は３歳未満児はフォークを用いており、ス
プーンを用いる一般的な保育現場とは異
なっている。彼らによるフォークと箸の持
ち方の分類を図２に示す。
　摂食行動の観点からは、より３歳未満児
の実態に即した研究がなされている。向井

（2000）は歯学の立場から摂食行動の発達
が著しい乳幼児期について、口とスプーン
の位置関係、皿とスプーンを動かす手の動
きの関係など、スプーン食べの発達変化を
示している。一方、保育的観点から注目さ
れるスプーンの持ち方については、詳しく
言及されているわけではない。

　この山下による研究は、その後の多くの
研究者が参照する古典的なものとなって
いるが、「用箸運動」を調査したものであ
り、3 歳未満児が用いるスプーン等につい
ては、わずかに触れられているのみである。
　山下以後の研究では、箸を使いこなせる
姿を望ましいものと見なして、その意義や
そのための指導を論じるものが主である。
広沢ら（1990）は保育者の立場から箸の持
ち方に関する指導について論じ、山下の資
料との比較を試みている。一色（1998）は
文化史的観点から、食具を用いる手の働き
が人間にとってもつ意義について論じてい
る。一方、食具の使い方に関連して、現代
の子どもの手が不器用になっていると警告
する文献も見られる（丸山，2008；谷田
貝，1984）。時代の変化や保育環境の違い
が、子どもたちの食具の使い方に影響を与
えることは考えられうるし、またいつの時
代も変わらずこうした指摘がなされてきて
いるとも言えるだろう。しかしこれらの研

図２　フォークと箸の持ち方（伊与田ら，1996）
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Gesell & Ilg（1937）に基づき、スプーン
の持ち方、スプーンを皿から口まで運ぶ腕
の動き、スプーンを口に入れる向きを取り
上げて、その実態を探ることとした。
　個人票に盛り込む調査項目については、
最初に、分析に必要な基本的情報に関する
項目を設けた。園名、記入月、記入日、子
どもの氏名、生年月日、性別、食べる量、
好き嫌いの有無、手づかみをするかどうか、
利き手、当日の献立、スプーンの形が含ま
れる。通常３歳未満児クラスの献立では、
子どもたちにとって食べやすいものが出さ
れるよう配慮されている。調査にあたって
は、そうした通常の状況が把握できるよう、
食べやすいメニューの日に記入していただ
き、特別な配慮が必要な場合については、
自由記述項目で汲むこととした。
　スプーンの持ち方については、箸に関
する山下（1955）の調査枠組を参考とし、
フォークに関する伊与田ら（1996）の研究
を取り入れて、分類した。また、第一著者
が保育者として乳幼児の保育にあたってき
た経験や、地域の保育園・認定こども園が
箸やスプーンの観察研究を行うのを指導し
てきた経験を加味して、本調査では持ち方
を９種（および「その他」）に分類するこ
ととした（図３）。また、食事の状況に関
する分類として、腕の動き、口に入れる向
きについては、向井（2000）に基づく分類
を設定した（表２）。全体像をつかむ観点
から、各項目は複数回答可能とした。
　また個人票には、その子の食事の際にど
んな配慮をしているか、保育者の自由記述
欄を設けた。また、本研究では食事場面だ
けでなく遊びとの関連も視野に入れるた
め、「遊び場面での様子」の自由記述欄も
設け、大きく分けて「見立て、ふり遊び、
ままごとのとき」「おもちゃを扱うとき」
について、腕・手・手首・指先などの使い
方で気づいたことがあれば記入できるよ

　児童心理学者の Gesell は大規模で克明
な観察調査を行い、乳幼児の行動発達を論
じているが、とくに乳児期の食行動につい
ては Gesell & Ilg（1937）に詳しい。スプー
ンに限らず授乳を含めた摂食行動が、状況
の認知、手や口の動き、意志や感情の表現、
援助する大人との関係など、幅広い視点か
らまとめられている。スプーンについては、
差し出されたものを認知し反応すること、
食べる行動のパターン、食欲と満腹の表現
といった視点が取りあげられている。その
うち、食べる行動については、スプーンの
持ち方、スプーンを皿から口まで運ぶ腕の
動き、スプーンを口に入れる向きなどにつ
いて、発達の大まかな流れが説明されてい
る。乳幼児期の「食べる」行為について考
える上で、感情や関係性を含めた全人的な
視野が示されている点は大変興味深い。
　以上のように、日本における先行研究か
らは、３歳未満児の子どもたちは主として
スプーンを使用しており、箸を使い始める
のは３歳児あるいは２歳児クラス以降だと
言える。一方で、日本では３歳以上児クラ
スでの箸の持ち方指導に関する研究が多
く、３歳未満児の主にスプーンを使う時期
については、まだ十分な調査がなされてい
ない。他方、Gesell らの研究は子どもたち
の食行動を捉えるための広い視野を提供し
ている。今後はさらに、保育現場における
実践の観点からの研究も必要だと考えられ
る。保育現場で保育者がどんな配慮を心が
けているか、また食事場面での手指の使い
方と、遊びなどそれ以外の保育場面との関
連等を見ていくことは、これからの課題だ
と言えるだろう。

（２）調査枠組の設定
　上記の検討に基づき、本研究では保育
現場に即した調査枠組を設定することと
した。
　スプーンの使い方については、先述の
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表２　食事の状況に関する分類

動
か
し
方

腕
・
手
首
の

①直線的な動き

②回転の動きが入る

③すくって口まで持ってくる

④その他

口
へ
運
ぶ
動
き

①スプーンが口角から入る

②スプーンが斜めから入る

③スプーンが口の中心から入る

④口に入れる際スプーンを裏返す

⑤その他

　これらの調査項目をまとめた個人票を、
図４に示す。

うにした。また、可能な場合には写真を添
付していただき、電子媒体に保存した上、
ファイルネームを個人票に記入していた
くこととした。園の業務量を考えて、これ
ら自由記述欄と写真は、可能な場合のみと
している。

図３　スプーンの持ち方の分類

図４　食具の使い方に関する個人票
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５．調査結果（Ｘ年９月）

　スプーンの持ち方を年齢区分ごとに①～
⑦および「その他」に分類した結果を図５

に、「腕・手首の動かし方」「口へ運ぶ動き」
の概要については、それぞれ図６・図７に
示す。

図５　スプーンの持ち方（Ｘ年９月）
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図６　腕・手首の動かし方（Ｘ年９月） 図７　口へ運ぶ動き（Ｘ年９月）
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像をつかむために、⒜０・１歳児クラスで
の介助が必要な時期と、⒝１・２歳児クラ
スでの自分自身でかなり食べられる時期に
分け、保育者の記述の主立ったものを示す。
また、そうした配慮・援助の背景にある、
⒞保育者の思いについても取り上げる（表
３）。

表 3　食事の際の保育者の援助

⒜ ０・１歳児への援助

・子どもの観察と理解：子どもの様子をよ
く見て、それに応じて介助する。
・保育者のかかわり：タイミングよく、テ
ンポよく介助することを心がける。「おい
しいね」など、楽しさを共有する言葉を
かける。
・咀嚼：保育者が「もぐもぐ」する動きを
見せるなどして、咀嚼を促す（子どもは
保育者の口元もよく見ている）。
・食べる姿勢：姿勢が傾きがちな子の場合
は、椅子にクッションを置いてあげるな
どして、姿勢を保ちやすくする。椅子の
高さを調節して、腕を動かしやすいよう
にする。
・家庭との連携：子どもがどんなふうに食
べているか、家庭でもよく見てもらうよ
う話し合う。

⒝ １・２歳児への援助

・スプーンの持ち方：手づかみも認めな
がら、スプーンへと徐々に移行できるよ
う促す（１歳児）。持ち方を意識できるよ
う促したり、一緒にしてみせたりする（２
歳児）。
・一口量：スプーンで一口分をすくうとき、
自分で適切な量に注目できるように促す。
その子の意欲をそがないように、「少し多
いね」と声をかけながら減らしてあげる
など配慮する。
・咀嚼・マナー：口を閉じて食べること、
食器に手を添えることなども伝えていく。
・楽しい食事のための援助：子どもが自分
で完食できたと感じられるように量を調
節する。偏食がある子でも、楽しいと感
じられるように心がける。

（１）スプーンの持ち方について
　０歳後半の子どもたちのデータは少ない
が、自分で食具を用いるとしても①の持ち
方のみとなっている。１歳前半では、①の
持ち方が大半を占めるものの、②と④の持
ち方も多く見られた。スプーンを固く握る
ところから、少し持ち方に余裕が生まれ、
上握りではあるが、手のひら全体から指を
使って握るという動作が出てきている。
　１歳後半から２歳前半、すなわち保育園
での１歳児クラスに相当する子どもたちに
なると、それまで優勢だった①の持ち方が
少なくなり、②がもっとも多く、④がそれ
に続くようになる。
　２歳後半では、①のように強く握りこむ
持ち方よりも、③・④・⑤ -2・⑥のよう
に指先を使った持ち方が増えてくるが、個
人によっても時によってもさまざまな持ち
方が現れることが窺える。３歳前半では、
⑤ -2・⑥の持ち方が主となり、その他の
持ち方、とくに１歳後半から２歳後半まで
主であった②はかなり減少している。

（２）食事の状況
①腕・手首の動かし方
　０歳後半から１歳前半では、自分で食具
を用いるなら①が優勢だが、２歳後半にな
ると③、つまり自分で口まで運べるように
なり、２歳前半以降はこの③がほとんどと
なる。
②口へ運ぶ動き
　口角から入れる動き（①）は０歳後半・
1 歳前半に多く見られるが、１歳後半以後
は斜めから入る（②）ようになる。③スプー
ンを口の中心から入れる動きは 1 歳後半か
ら２歳前半にかけて増加するが、依然とし
て②が主となっている。

（３）保育者による自由記述
①食事の際の配慮・援助について
　Ｘ年９月における自由記述のうち、食事
の際の配慮・援助についてまとめる。全体
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⒝ おもちゃを扱うとき
・０歳児高月齢では、積み木などを手のひ
ら全体でつかむところから、親指・人差指・
中指を使ってつまむ動きへと、だんだん
変わっていく。
・１歳児は、シール剥がしやテープ剥がし、
チェーンリングなどの遊具が用意されて
いて、指先を十分使って遊べるよう配慮
されている。
・２歳になると、積み木に加えて、ブロッ
ク、ひも通し、積み木、容器の蓋を回し
て閉めるなど、遊びの幅が広がっている。
⒞ 保育者の気づき
・この自由記述に取り組む中で、食具の持
ち方と、遊び場面での手の使い方には関
連があることに気づき、子どもの発達を
より注意して見ることができたとの記述
が見られた。

　遊びの中の手や手首の動きに注目すると
ともに、保育者の観察やかかわりに関する
気づきも記入されていたことは、保育的観
点からは意義あるものと考えられる。

６．考察

（１）スプーンの使い方について
　食具を持って食べるということは、手指
の発達、目と手の協応の発達などに伴って
徐々に進む過程であることを、今回の結果
からも改めて認識させられる。その変化の
過程は、子どもたちがその時期の自分に
合ったさまざまな持ち方を試みる中で進ん
でいくことが分かる。
　調査結果より、食具としてスプーンを使い
こなす上で重要となる、持ち方、腕・手首
の使い方、口へ運ぶ動きのいずれも、大人
に近い形が優勢となるのは、２歳児クラスの
後半（実年齢では３歳前半）であることが
見て取れた。スプーンを使いこなすという課
題は、３歳未満児クラスの時期全体を通し
て達成されていくものであると考えられる。
　スプーンを使い始め、上握りから始めて
少しずつ慣れていく時期、とくに１歳前半・

⒞ 保育者の思い
・発達に沿って：子どもたちの食べる意
欲は強いが、食具を使いこなして食べる
のは、発達的にはまだ難しい。できない
ところは介助しながら、無理強いはせず、
時が熟してできるようになることを願っ
て援助している。まずは「ああおいしかっ
た」と思うところから出発して、その体
験を通して、一人でできるようになる過
程を支えている。
・子どもの思いの尊重：食べたい気持ち、
楽しむ気持ちを大切にして、かわってい
る。好き嫌いなども、全部受け止めながら、
子ども自身の取り組み、工夫も大切に育
みたい。

　年齢層を大まかに分けてはいるが、「子
どもの観察と理解」など、多くはどの年齢
にも共通する配慮だと言えるだろう。その
上で、⒜のように幼い子どもたちには姿勢
や咀嚼を支える基本的な支援が、⒝のよう
に少し大きい子どもたちには持ち方、一口
量など、より進んだ取り組みが心がけられ
ている。いずれにおいても、食具が十分使
いこなせなくても、自分自身で食べようと
取り組み、喜びを見出す子どもたちそれぞ
れのあり方を、保育者が受け止め尊重する
ことは同じである。
②遊びとの関連
　Ｘ年９月における自由記述のうち、遊び
場面での手の使い方に関するものをまとめ
る（表４）。

表 4　遊び場面での手の使い方
⒜ 見立て・ふり遊びのとき
・見立て遊びは年齢が上がるにつれて言及
が増え、幅も広がっている。ペットボト
ルのおもちゃを注いで飲むような遊びを
したり、お皿に乗ったチェーンリングを
食べるまねをしたり、ボールに素材を入
れてお玉でかきまぜたりする際、手首を
ひねって取り組む様子が見られた。
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されており、高い関心が感じられた。この
調査を機に、食具に関する援助や、その保
育全体とのつながりについて、折りに触れ
て話し合うこともできたが、実践研究はこ
うした現場との連携によって支えられてい
ることを改めて感じさせられた。今回はＸ
年９月のみの結果を通して概観をつかむこ
ととしたが、今後は調査期間全体を通して
の理解を深めていきたい。
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後半には、持ち方、腕・手首の使い方、口
への運び方のいずれにおいても、一つの型
だけに集中するのではなく、多様さが見ら
れる。子どもたちが食具を使いこなしてい
く過程には、一人ひとりさまざまな試行錯
誤があることが分かる。
　持ち方について、⑦のように箸を使用・
併用する子どもが少なかったのも、０歳か
らのおよそ３年をかけてスプーンを使いこ
なしていく時期にあることから考えれば、
自然なことである。この時期は、スプーン
にしても箸にしても、上達を急がせるよう
な時期ではないようである。こうした子ど
もたちの実態を踏まえることが、保育者の
援助を考えていく上でも有用であろう。

（２）保育者の援助・配慮について
　この時期の子どもたちは自ら食具を使っ
て食べようとする意欲をもっているが、と
くに０・１歳児は、保育者からの介助が必
要な時期である。保育者は、子どもたちが
食具に関していまどんな状況にあるのか、
その子の食べるリズムや動きなども、よく
見て理解し、一人ひとりに合ったこまやか
な援助を行うことが必要であろう。
　１・２歳児は自分自身で食べることが上
手になってくる。手のひら全体で握るとこ
ろから始まって、やがて指先を使えるよう
になり、肘と肩が連動して動きが軽やかに
なってくる。その動きにもまた、一人ひと
りにさまざまな違いや個性がある。
　個人票には、食事の際の保育者の援助に
ついてさまざまなコメントが書かれてお
り、保育者がデータを記入するだけでなく、
その子の持ち方をよく見ることを通じて、
一人ひとりへの援助のあり方について考え
を深められていることが窺えた。保育者か
らは、手の動きや口への運び方など、子ど
もの状況をより詳細に見ていこうとする試
みに共感していただいた。保育者の援助の
あり方を問いかけるようなコメントも記入


